
産学公連携コーディネータに聞く

大手にはできない
中小企業ならではのビジネスを応援します

産

公 学
中小企業の技術開発や製品開発の過程でさまざまなサポートをする都産技研の「産
学公連携コーディネータ」。 日頃受ける相談や、サポート内容の実際をご紹介します。

　コーディネータとしての私のポリシーは、
「三現主義」です。依頼があったら、まずできる
だけ現場・現物・現実を確認します。例えば、あ
る企業から「健康器具を開発したので外部の
評価者を探してほしい」また「連携する大学を
紹介してほしい」という依頼があったときに
も、すぐに現場へ行って物を見て、話を聞き、相
談をしてきた企業の方の実状を直接教えてい
ただきます。
　そして、相談者の信条や夢、立場を知って共
有することを重要視しています。「自社には強み
がない」とおっしゃる中小企業の方もいらっ
しゃいますが、視点を変えて考えてみると経験
を積んできた分野が必ずあるはず。それをどう
強くしていくかが重要なのです。希望や夢、意志
があれば、会社を育てることは可能です。
　その過程にあるプロジェクト管理では、まず
ニーズをフォーカスして、そこに必要なシーズを
育て、製品化にあたっては、外部リソースも利用

して、かかるコストをいかにマネジメントするか
が必要です。限られた資産・人材・リソースを前提
に、社外リソースをどう活用するのか、どう技術
移転するのかをサポートするのが、コーディネー
タとしての私の仕事だと思っています。
　それから、私は出会いも大事だと思っていま
す。例えば、産学連携の結果、ミスマッチがあっ
たとしても、出会いをきっかけにそれに近いと
ころで別のヒントが見つかり、新しい開発につ
ながることがあります。切り拓くべき道は一つ
ではなく、答えも一つではないのです。
　ですから、産学連携、産産連携に力を入れて
いきたい。大学のシーズは、こちらから働きか
けないとなかなか出てきませんが、これから
は、それを引き出して、中小企業ならではの、大
手企業にはできないビジネスを応援したいで
すね。ニッチな市場でも、いろいろなところに
可能性が隠されているので、それを掘り起こし
たいと思っています。

本部

シリーズ 第5回

●事例紹介 【産学連携の例】
　アンドロイドOSを企業用にカスタマイズするなどの事業を行っているＡ社。社長が大学時代にロボットの勉強をして
いたこともあり、ロボット用ミドルウェア「Open EL」を開発、これをデファクト化（業界標準化）しようと考えました。
ロボットのソフトのデファクト化はあまり前例がないだけに、チャンスとも言える反面、中小企業が参入するのは難しい
ので、何らかのご協力をいただけるのかという相談が持ちかけられました。

Profile
1972年東芝入社。原子力発電所の監視・
制御系のコンピュータシステム開発に従
事。その後、社会インフラ向けＩＴをベー
スに、社内新規事業開発推進を10年ほど
担当。2011年東芝退社後、産学公連携
コーディネータに。「組込み系技術者のた
めの安全設計入門」等の著作がある。　

金田 光範 コーディネータ

金田CDの担当曜日
毎週木曜日９時～17時

中小企業の皆さんへ
　「従来の枠からの脱皮を考えている」、「既存の事業や既存の製品に変革が必要と感じている」、「新市場へ進出した
いと考えている」方は、ぜひお気軽にご相談ください。人との出会い、異分野技術、異業種との出会いが、変革のきっか
けになります。無料ですので、いつでもご利用ください。
　もし失敗しても、ミスマッチがあったとしても、七転び八起き、くじける必要はありません。自分の得意分野を思い
切り深めて、勝負していきましょう。そのお手伝いをしたいと思っています。
メールでもお気軽にご連絡ください。　E-mail:kaneda.mitsunori@tiri-tokyo.jp

Message

相談→共同研究までの経緯

●平成24年  4月　Ａ社から相談。
●平成24年  5月　金田ＣＤ自身が参加しているJASA（組込みシステム技術協会）を通じて、ソフト

のデファクトに協力的な大学教授を味方につけようとコンタクト。結果、
（独）産業技術総合研究所(以下、産総研）のＢ氏、首都大学東京のT准教授が味方に。

●平成24年 12月　産総研Ｂ氏の計らいで、ＯＭＧ（ソフトの標準化を目指す国際団体）で
「Open EL」構想を発表したところ反響大。ビジネス化へ向け大きな一歩となった。

●平成24年  7月　東京都へオープンイノベーション事業として助成金を申請、獲得。
首都大学東京のT准教授との産学連携として委託研究を10月開始。

金田
CD

連携はカルチャー
の違う人たちが集
まるということ。
それをまとめるの
もCDの仕事です。

技 術 解 説

～開発技術の製品化～

　東京都地域結集型研究開発プログラムは、平成18年12月

から平成23年11月までのフェーズⅠおよびⅡで、VOC排出

削減の技術開発を行いました。現在はフェーズⅢとして、開

発した技術の製品化・事業化を進めています。

　業界団体関係者や学識経験者で構成される「環境浄化技術

連絡会議」により事業管理を行います。座長は片岡正俊都産

技研理事長が務め、会議を主宰します。具体的な製品化・事業

化は、上記会議のもとに設置される技術分野別の「環境ビジ

ネス推進協議会」で進捗管理します（図１ 事業運営体制）。

　東京大学と都産技研は共同で、白金(Pt)を使用せずに、コ

バルト(Co)やセリウム(Ce)などの安価な金属を使用した複

合酸化物触媒を開発しました。この触媒は、塗装工程から排

出されるヤニや印刷工場で排出される酢酸エチルに高い分

地域結集事業推進室では、東京都地域結集型研究開発プログラムで開発した技術を製品化する事業を
進めています。事業の概略と製品化事例をご紹介します。

製品化・事業化を目指すフェーズⅢ

展示会での製品紹介

運営体制

図１　事業運営体制

図２　開発した触媒
（左：ペレット型、右：ハニカム型）

東京都地域結集型研究開発プログラム
フェーズⅢの紹介

製品化への取り組み事例

環境施策への展開

 

解効果を示します。現在量産方法を確立し、三協興産（株）と

連携して販売開始の準備を進めています。

　その他当事業では、高感度、高選択性のホルムアルデヒド

計測器、中小企業向けの省エネ・省スペース型塗装乾燥炉用

VOC処理装置、汚染に強い光イオン化センサ、再利用が可能

な金属繊維フィルター、測定範囲の広い局在表面プラズモン

共鳴センサ、新材料のスーパーマイクロポーラスシリカなど

の製品化を進めています。

　展示会や機関紙、発表会で開発製品の普及に努めていま

す。特に展示会では、多くの企業の方々から引き合いをいた

だいています。

　東京都環境局が主催する「VOC対策セミナー」で、事業で

得られたVOC対策技術を講演するなど、産業労働局や環境

局と連携して、東京都の環境施策への展開を進めています。

当事業の詳細は地域結集事業ホームページ

（http://create.iri-tokyo.jp/）をご覧ください。

開発品の導入をお考えの方、開発技術にご興味のある方は下

記までご連絡をお願いします。

地域結集事業推進室　<本部>
　　　　   　　　小坂　幸夫　TEL 03-5530-2557
　　　　 　　　  E-mail:kosaka.yukio@iri-tokyo.jp

VOC 排出関連業界

環境浄化技術連絡会議
（座長：都産技研理事長）

東京都異業種交流 G

アドバイザー

東京都産労局・環境局

東京都中小企業振興公社
製品化
事業化

コア研究室

G

製品化
希望企業

環境ビジネス推進協議会

プロジェクト
参画企業・大学

・製品開発(分野別  )
・技術紹介と
参画企業募集

・市場調査
・発表会開催 等

他事業展開

研究会・他企業団体企業
参画・協力

販路開拓
助成等支援

支援

塗装・印刷業界代表、東京都産労局・
環境局、東京都中小企業振興公社、
東京都商工会議所、東京都商工会連
合会、都産技研など

・基本方針確認
・全体管理

事業運営会議

の連携 
施策へ 

都産技研研究

地域結集事業
推進室

研究担当者会議
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